









失っているとＡＳＥＡＮ側が認識し中国の影響力が増すとの懸念を有識者 持ち、ＡＳＥＡＮ軽視を批判する見解が発表されていた。米国の姿勢に変化が現れたのはブッシュ政権の末期である。その一つが二〇〇八年四月 スコット・マルシェルＡＳＥＡＮ大使任命である。二〇〇八年のＴＰＰ交渉参加もＡ を含めた東アジア重視の一環とし みるべきであろう
ＡＳＥＡＮを中心とするＡＳＥＡＮ重視















ました。二〇一 年は、米国、ロシア、韓国の統領選挙、中国 指導部 交代など政治の年になります。アジア 変化を追って行きたいと考えていますので引き続きご支援をお願いい します。【最近行われた研究プロジェクトの研究会】一、石川幸一代表プロジェクト　
十二月三日（土）開催
　「最近の世界の貿易投資動向について」　講師：安田啓氏
（日本貿易振興機構国際経済研究課）
二、小林煕直代表プロジェクト　
十二月八日（木）開催
　「モンゴルの環境事情」　講師：大江宏亜細亜大学経営学部教授
三、野副伸一代表プロジェクト　
十二月十四日（水）開催
　「金融危機後の国際政治の構造変化（続） 」　講師：友田錫氏（アジア研究所嘱託研究員）
